
3コ ートパールのボカシ塗装
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No エ 程 要 領 僕 のポイント
スプレー環幹 皓宅 )

l出置,的ブ距離(m) 運行迪HI

1
日塗膜の
足付け

楠修漢装部より広めにSUウォッシュコンパウンド/
スコッチブライトP1000～P1200て水研ざする

2 脱脂 潤掃 呂覇ヨ文そ己雀宅孔亀塩塔:除
去はタッククロ

3 下塗り 図 は力
間
ンク情!隅蜘

クリヤー仕上げをする範囲に塗る。         15回 転 15 速 め

4 カラーベース

指い塗り～色ぎめ

(カラーペース) (田 側 ) (シンナー)

]001 ・  □ +匝ロコ  (A)

ボカシ

(A)      (シ ンナー)

回 + m 布0  0

家呂に新接努笥乱に塗る。   15頭
色ざめ周辺部にボカシ塗りを行い 滑らわ均批 こ整える。

15～20
10品

5 下塗り
(ボカシレベリング剤) (30田 ヒ剤)

110,  ■  回
クリヤー仕上げをする範囲にうすく2回塗りする。  15回 転 15 遠め

6
にごリパール
ベース

(ll―ルペース)(硬1側)(シンナー) (B)

[:□■回十回十回 自塁言合意す旨ど招孝f「
よりやや広めにうすく2～3Ⅲ5回転20～25 普通

7 パールベース

(A―ルベース)(田側 )(シンナー)

回 +□+肝 旧塗隠
蟹督「

ル8を 確認しながらやや広めにうすく
 15回 転 20～25 普通

8 色確認
(ボカシレベリング剤) (30硬 化剤)

回 + □ 語梯穐兵島蟹建経類
ワの闇布う 15唖 20～25 遠め

9 セッティング
田

指触乾爆以上 約10分

10 クリヤー
□

捨て塗り～仕上げ塗り

(SUクリヤーベース) (硬化剤) (シンナー)

回
+ 匝 十E t □l C )

パールベースの指触乾燥後 少しツヤう`出るように
うすく捨て塗りを行い 十分に乾繰させてから数回
≧り 肌を整える。
各回のフラッシュオフは 指触乾jT以上十分にとる。

20回転 10～15 普通

1 ]
クリヤーボカシ
ギワの肌調整

クリヤーのボカシ〔I〕

回 ・ m 引∞0
クリヤーのボカシ〔E〕

(D)   (下カシレベリツグ剤)

拘ヤ0 ・[ 王国

クリヤーのポカシギワのザラツキ部にうすく吹きllけ
肌を整える。

ポカシギワの網かいザラツキ部にうすく数回塗り
ツヤが均―に出る程度に仕上げる。

10～15

回転
10～15

, 2 乾 爆
田
則

強制乾燥の場合はセッティツク約10分
20tX3時 間以上または60℃×20分

壁盟銘留' '酷! 6時間以上
ポデー温度キーフ

, 3 層き仕上げ 呂喜刀スコ的カンドシステム
Jミb言 桝アレ部はP1500～P2000のベーパーまたは匿
石で水研ざする。

研ざ部 下カシ却はスーパーコンパウント(研磨用)でP_Iき
肌を整える

更にスーパーコンパウンド(仕J吊 )で磨きツヤを整える。
(スポンツlrフがよい)

1)ブロック 全塗装は工程3と45の ボカシおよび11を除く。尚 ]よP600～ P300ベ ーパーで全面を研ぐ。
注)●スブレー条件

スプレーガンロ径 113m

政 付  圧  力 !0]5～ 0 20MPa(15～ 2に充市)
(ポカシギワの肌詞卸 10～0 15MPa(1～ ]5婚充研))

スブレーパターシ:全開

●再綺修する場合 よ必す強制乾爆(60CX20分 )を
行つてから塗装して下さい。

●吐出里ブヽルブの回転数はワイダー88タイプ.
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